
目目

次次

告

示

ペ
ー
ジ

○

計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
す
る
件

（
産
業
振
興
課
・
四
四
○
）

四
七

人
事
委
員
会
公
告

○

平
成
十
九
年
度
徳
島
県
職
員
等
採
用
上
級
試
験
公
告

四
八

○

平
成
十
九
年
度
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
採
用
共
同
試
験
・
徳
島
県
警
察
官
Ａ
（
女
性
）

採
用
試
験
公
告

五
三

付

録

●

平
成
十
八
年
五
月
徳
島
県
報
目
録

告告

示示

徳
島
県
告
示
第
四
百
四
十
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
期
検
査
を
行
う
区

域
、
そ
の
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
、
そ
の
実
施
の
期
日
及
び
場
所
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。
た
だ

し
、
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
特
定
計
量
器
の
所
在
の
場
所
で
行
う
検
査
に
あ
っ
て
は
、
実
施
の
期
日
を
平
成
十
九
年
六

月
二
十
五
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門
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実
施
の
区
域

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

実

施

の

期

日

受

付

時

間

実

施

の

場

所

那
賀
郡
那
賀
町

計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二

十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

計
量
器

平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
和
無
田
字
マ
ツ
ギ
四
○

番
地木

頭
中
央
公
民
館

同

二
十
六
日

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

同

木
頭
字
前
田
四
三
番
地
一

那
賀
町
木
沢
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

同

午
後
二
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

同

平
谷
字
ツ
エ
ノ
下
モ
一
番
地

一
那
賀
町
役
場
上
那
賀
支
所
平
谷
出
張
所

同

午
後
四
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

同

小
浜
一
五
一
番
地

那
賀
町
役
場
上
那
賀
支
所

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

４７
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同

二
十
七
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

同

延
野
字
王
子
原
三
一
番
地
一

那
賀
町
役
場
相
生
庁
舎

同

二
十
八
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

同

和
食
郷
字
南
川
一
○
四
番
地

一
那
賀
町
役
場
鷲
敷
庁
舎

同

七
月
十
九
日

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

同

延
野
字
王
子
原
三
一
番
地
一

那
賀
町
役
場
相
生
庁
舎

同

六
月
二
十
五
日
か
ら

同

十
二
月
二
十
六
日
ま
で

県
の
休
日
（
徳
島
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

成
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
号
）
第
一
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
日
を
い
う
。）
を
除
く
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で

徳
島
市
万
代
町
五
丁
目
七
一
番
地

徳
島
県
計
量
検
定
所

職
務

の
内

容

県
の
関
係
機
関
に
お
い
て
，
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

県
内
（
へ
き
地
及
び
準
へ
き
地
を
含
む
。）
の
市
町
村
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
校
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

１７
名
程
度

４
名
程
度

試
験
区
分

行
政

事
務

学
校

事
務

［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間

５
月
１８
日
（
金
）
～
５
月
２５
日
（
金
）］

第
１
次
試
験
日

６
月
２４
日
（
日
）

�
申
込
み
は
，
で
き
る
だ
け
郵
便
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み
は
，
６
月
１
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
は
，
５
月
２５
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

�
受
付
期
間
経
過
後
の
申
込
み
は
，
一
切
受
け
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
１９

年
度

徳
島

県

市
町
村
立
小
・
中
学
校

職
員
採
用
上
級
試
験
公
告

平
成
１９
年
５
月
１５
日

徳
島

県
人

事
委

員
会

徳
島
市
万
代
町
１
丁
目
１
番
地

徳
島
県
庁
内
（
〒
７７０
－
８５７０

）

電
話
（
０８８
）
６２１
－
３
２
１
２

１
試
験
区
分
，
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
の
内
容

�
申
込
み
で
き
る
「
試
験
区
分
」
は
，
一
つ
に
限
り
ま
す
。

�
申
込
み
後
は
，「
試
験
区
分
」
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

５
月
１８
日
（
金
）
～
６
月
１
日
（
金
）

４８
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県
警
察
の
関
係
機
関
に
お
い
て
，
警
察
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

県
企
業
局
の
水
力
発
電
施
設
及
び
工
業
用
水
道
施
設
等
に
お
い
て
，
技
術
（
強
電
）
的
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

県
企
業
局
の
水
力
発
電
施
設
及
び
工
業
用
水
道
施
設
等
に
お
い
て
，
技
術
（
機
械
）
的
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

県
の
関
係
機
関
に
お
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
技
術
的
業
務
等
に
従
事
し
ま
す
。

４
名
程
度

１
名
程
度

１
名
程
度

２
名
程
度

１
名
程
度

１
名
程
度

２
名
程
度

１
名
程
度

警
察

事
務

電
気

機
械

建
築

総
合

土
木

農
業

薬
剤

師

心
理

※
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
受
験
資
格

◎
�

昭
和
５３
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

�
昭
和
６１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
，
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業
し
た
者

又
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
。）

◎
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
，
薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
者
又
は
平
成
２０
年
９
月
３０
日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
，
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

�
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

�����

た
だ
し
，
電
気
及
び
機
械
に
つ
い
て
は
，
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
も
，
受
験
で
き
ま
す
。

※
在
留
資
格
に
お
い
て
就
職
が
制
限
さ
れ
て
い
る
者
は
，
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
，
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
職
に
就
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

�����
�

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
。）

こ

イ
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
，
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

ウ
徳
島
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
，
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
，
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
，
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

４９
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合
格

発
表

徳
島
県
庁
西
側
の
掲
示
板
に
発
表
す

る
と
と
も
に
，
合
格
者
に
は
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

た
だ
し
，
第
２
次
試
験
受
験
者
に
は

合
否
に
か
か
わ
ら
ず
文
書
で
通
知
し
ま

す
。な
お
，
合
格
発
表
日
の
翌
日
か
ら
，

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
行
い
ま

す
。

７
月
上
旬

８
月
下
旬

試
験

場

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

徳
島
市
南
常
三
島
町
１
－
１

中
央
大
学
理
工
学
部

東
京
都
文
京
区
春
日
１
－
１３
－
２７

�������

試
験
場
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
，
送
迎
を
含
め
固
く
禁
止
し
ま

す
。な
お
，
付
近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
，
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

�������

平
成
１９
年
７
月
下
旬
の
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
３
日

（
日
時
及
び
場
所
は
，
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。）

試
験
地

徳
島

東
京

試
験

日
時

平
成
１９
年
６
月
２４
日
（
日
）

�
開
場

８
時
３０
分

�
試
験
時
間

９
時
１５
分
～
１５
時
１０
分

区
分

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

配
点

４０
点

６０
点

１５０
点

方
法

及
び

内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
（
社
会
科
学
，
人
文
科
学
，
自
然
科
学
等
）
及
び
知
能
（
文
章
理
解
，
判
断
推
理
，
数
的
推
理
，
資
料

解
釈
等
）
に
つ
い
て
，
大
学
卒
業
程
度
の
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。（
２
時
間
３０
分
）

試
験
区
分
ご
と
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
大
学
卒
業
程
度
の
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
，
問
題
は
，
別
表

の
「
専
門
試
験
出
題
分
野
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

な
お
，
行
政
事
務
及
び
総
合
土
木
は
，
受
験
者
自
ら
が
出
題
さ
れ
た
問
題
か
ら
指
定
さ
れ
た
問
題
数
を
選
択
し
解
答
す
る
選
択
解
答
制
に
よ

り
行
い
ま
す
。（
２
時
間
）

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
課
題
に
つ
い
て
，
課
題
に
対
す
る
理
解
力
，
論
理
性
，
文
章
に
よ
る
表
現
力
等
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
み

る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

主
と
し
て
人
柄
，
性
格
等
を
み
る
た
め
，
個
別
面
接
と
集
団
討
論
を
行
い
ま
す
。

試
験

種
目

教
養

試
験

専
門

試
験

論
文

試
験

口
述

試
験

区
分

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

３
試
験
日
時
，
試
験
場
及
び
合
格
発
表

※
第
１
次
試
験
は
，
徳
島
及
び
東
京
の
い
ず
れ
か
希
望
す
る
試
験
地
で
受
験
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，
申
込
み
後
は
，
原
則
と
し
て
試
験
地
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（
http
://w
w
w
.pref.tokushim

a.jp/）

４
試
験
の
方
法
，
内
容
及
び
配
点

５０
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―
―

公
務
員
と
し
て
職
務
遂
行
上
必
要
な
素
質
及
び
適
性
に
つ
い
て
，
検
査
を
行
い
ま
す
。

適
性

検
査

出
題

分
野

政
治
学
，
行
政
学
，
憲
法
，
行
政
法
，
民
法
，
刑
法
，
労
働
法
，
経
済
原
論
，
財
政
学
，
経
済
史
，
統
計
学
，
経
済
事
情
，
経
済
政
策
，
社
会
政
策
，
国
際
関
係
，
経
営
学
等

政
治
学
，
行
政
学
，
憲
法
，
行
政
法
，
民
法
，
刑
法
，
労
働
法
，
経
済
学
，
財
政
学
，
社
会
政
策
，
国
際
関
係
，
経
営
学
等

政
治
学
，
行
政
学
，
憲
法
，
行
政
法
，
民
法
，
刑
法
，
労
働
法
，
経
済
学
，
財
政
学
，
社
会
政
策
，
国
際
関
係
，
経
営
学
等

数
学
・
物
理
，
電
磁
気
学
・
電
気
回
路
，
電
気
計
測
・
制
御
，
電
気
機
器
・
電
力
工
学
，
電
子
工
学
，
情
報
・
通
信
工
学
等

数
学
・
物
理
，
材
料
力
学
，
流
体
力
学
，
熱
力
学
，
電
気
工
学
，
機
械
力
学
，
機
械
設
計
，
機
械
材
料
，
機
械
工
作
等

数
学
・
物
理
，
構
造
力
学
，
材
料
学
，
環
境
原
論
，
建
築
史
，
建
築
構
造
，
建
築
計
画
，
都
市
計
画
，
建
築
設
備
，
建
築
施
工
等

数
学
・
物
理
，
応
用
力
学
，
水
理
学
，
土
質
工
学
，
測
量
，
都
市
計
画
，
土
木
計
画
，
材
料
・
施
工
，
土
壌
物
理
，
農
業
水
利
，
土
地
改
良
，
農
地
造
成
，
農
業
造
構
，
農

業
機
械
，
農
学
一
般
等

栽
培
学
汎
論
，
作
物
学
，
園
芸
学
，
育
種
遺
伝
学
，
植
物
病
理
学
，
昆
虫
学
，
土
壌
肥
料
学
，
植
物
生
理
学
，
畜
産
一
般
，
農
業
経
済
一
般
等

物
理
化
学
，
分
析
化
学
，
無
機
化
学
，
有
機
化
学
，
生
化
学
，
薬
剤
学
，
衛
生
化
学
，
生
薬
学
，
薬
理
学
等

一
般
心
理
学
（
心
理
学
史
，
発
達
心
理
学
及
び
社
会
心
理
学
を
含
む
。），
教
育
心
理
学
，
応
用
心
理
学
，
社
会
調
査
，
統
計
学
等

試
験

区
分

行
政

事
務

学
校

事
務

警
察

事
務

電
気

機
械

建
築

総
合

土
木

農
業

薬
剤

師

心
理申
込
み
は
，
で
き
る
だ
け
郵
便
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み

封
筒
の
表
に
「
上
級
申
込
」
と
朱
書
し
，
必
ず
「
書
留
郵
便
」
に
よ
り
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
あ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
，
受
験
票
に
あ
て
先
を
記
入
し
，
５０

円
切
手
を
必
ず
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
最
終
合
格
者
は
，
第
１
次
試
験
の
得
点
と
第
２
次
試
験
の
得
点
を
合
計
し
た
総
合
得
点
の
高
い
順
に
決
定
し
ま
す
。

※
基
準
に
満
た
な
い
試
験
種
目
が
あ
る
場
合
は
，
不
合
格
に
な
り
ま
す
。

別
表

専
門

試
験

出
題

分
野

※
第
１
次
試
験
問
題
の
例
題
（
教
養
試
験
３
問
，
専
門
試
験
２
問
）
及
び
過
去
３
年
間
の
論
文
課
題
，
集
団
討
論
課
題
を
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
徳
島

県
庁
１
階
）
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
受
験
手
続

５１
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�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http
://w
w
w
.pref.tokushim

a.jp/）
の
「
平
成
１９
年
度
徳
島
県
職
員
等
採
用
上
級
試
験
情
報
」
か
ら
，
申
込
書
記
入
要
領
及
び
画
面
上
の
注
意
を
よ
く

確
認
の
上
，
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
期
間
は
，
５
月
１８
日
（
金
）
か
ら
５
月
２５
日
（
金
）
ま
で
で
す
。（
ご
使
用
の
機
種
や
環
境
に
よ
っ
て
，
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
，
そ
の
場
合
は
，
郵
便
又
は
持
参
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

�
持
参
に
よ
る
申
込
み

受
験
申
込
書
１
通
に
所
要
事
項
を
記
入
し
，
申
込
受
付
期
間
内
の
執
務
日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
に
障
害
が
あ
る
な
ど
し
て
，
試
験
場
に
お
い
て
配
慮
を
必
要
と
す
る
場
合
は
，
受
験
申
込
み
の
際
に
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
験
票
を
郵
送
し
ま
す
。
６
月
８
日
ま
で
に
到
着
し
な
い
場
合
は
，
電
話
で
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
付
結
果
を
知
ら
せ
る
電
子
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
後
，
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
，
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
１
日
ま
で
に
到
着
し

な
い
場
合
は
，
電
話
で
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
持
参
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
験
票
を
申
込
み
の
際
に
交
付
し
ま
す
。

�
受
験
票
の
写
真
は
，
申
込
み
の
際
に
は
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
申
込
み
後
，
受
験
票
を
受
け
取
っ
て
か
ら
，
申
込
み
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
向
き
，
上
半
身
，
脱
帽
の

本
人
と
確
認
で
き
る
写
真
（
縦
４
．５
�
，
横
３
．５
�
）
を
は
っ
て
試
験
当
日
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

受
験
票

給
料
月
額
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
現
在
）

１７６
，８００
円

１８２
，４００
円

試
験
区
分

行
政
事
務
ほ
か

薬
剤

師

※
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
受
験
申
込
書
，
受
験
票
及
び
受
験
番
号
票
を
印
刷
し
，
郵
便
（
又
は
持
参
）
に
よ
る
申
込
み
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
合
格
か
ら
採
用
ま
で

�
最
終
合
格
者
は
，
試
験
区
分
ご
と
に
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
，
任
命
権
者
か

ら
の
請
求
に
よ
り
徳
島
県
人
事
委
員
会
が
成
績
順
に
提
示
し
，
そ
の
後
，
採
用
面
接
等
を
経
て
採

用
さ
れ
る
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
，
必
ず
し
も
最
終
合
格
者
全
員
が
，
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

�
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
，免
許
を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
，採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
も
，

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

�
採
用
は
，
原
則
と
し
て
平
成
２０
年
４
月
１
日
以
降
で
す
。

７
給
与

初
任
給
は
，
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例（
昭
和
２７
年
徳
島
県
条
例
第
２
号
）等
の
規
定
に
よ
り
，

原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
，
こ
の
ほ
か
該
当
者
に
は
，
扶
養
手
当
，
住
居
手
当
，
通
勤
手

当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
，
一
定
の
職
歴
等
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
，
そ
の
経
歴
に
応
じ
て
所
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

８
試
験
結
果
の
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
に
つ
い
て

こ
の
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
２６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
，
次
の
と
お
り
口
頭
で
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
示
を
希
望
す
る
場
合
は
，
受
験

者
本
人
（
不
合
格
者
に
限
る
。）
が
，
試
験
当
日
配
布
す
る
受
験
番
号
票
と
，
受
験
者
本
人
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
運
転
免
許
証
，
学
生
証
，
旅
券
等
）
を
持
参
の
う
え
，
執
務
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
，
電
話
，
は
が
き
等
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

５２
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開
示

場
所

徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
徳
島
県
庁
５
階
）

開
示

期
間

合
格
者
発
表
日
の
翌
日
か
ら
１
月
間

開
示

内
容

総
合
得
点
及
び
総
合
順
位

開
示
請
求
で
き
る
者

第
１
次
試
験
不
合
格
者

第
２
次
試
験
不
合
格
者

試
験

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

採
用
予
定
人
員

４６
名
程
度

�����
６
名
程
度

４
名
程
度

採
用
府
県

徳
島
県

兵
庫
県

大
阪
府

徳
島
県

試
験
種
別

警
察
官
Ａ（
男
性
）

警
察
官
Ａ（
女
性
）

受
験

資
格

試
験
種
別

９
そ
の
他

�
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
，
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
〔
〒
７７０
－
８５７０

徳

島
市
万
代
町
１
丁
目
１
番
地
徳
島
県
庁
５
階

電
話
（
０８８
）
６２１
－
３２１２

〕
へ
し
て
く
だ
さ
い
。

�
第
１
次
試
験
の
択
一
式
試
験
の
採
点
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
行
い
ま
す
か
ら
，
H
B
の
鉛
筆

と
よ
く
消
え
る
消
し
ゴ
ム
を
第
１
次
試
験
の
当
日
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
時
計
は
，
時
計
機
能
だ
け
の
も
の
に
限
り
ま
す
。（
携
帯
電
話
は
，
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

�
第
１
次
試
験
場
は
，
冷
房
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
，
過
ご
し
や
す
い
服
装
（
軽
装
）
で
受
験

し
て
く
だ
さ
い
。	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

平
成
１９

年
度

警
察
官
Ａ
（
男
性
）
採
用
共
同

徳
島
県
警
察
官
Ａ
（
女
性
）
採
用

試
験
公
告

警
察
官
Ａ
（
男
性
）
採
用
共
同
試
験
：
徳
島
県
，
兵
庫
県
，
大
阪
府
の
警
察
官
採
用
試
験
で
す
。

警
察
官
Ａ
（
女
性
）
採
用
試
験
：
徳
島
県
の
警
察
官
採
用
試
験
で
す
。

平
成
１９
年
５
月
１５
日

徳
島
県
人
事
委
員
会

兵
庫
県
警
察
本
部

大
阪
府
警
察
本
部

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み
は
，
６
月
４
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
は
，
５
月
２５
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

�
受
付
期
間
経
過
後
の
申
込
み
は
，
一
切
受
け
付
け
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

１
職
務
の
内
容

個
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保
護
，
犯
罪
の
予
防
・
捜
査
，
被
疑
者
の
逮
捕
，
交
通
の
取
締
り

及
び
公
安
の
維
持
等
の
任
務
に
つ
き
ま
す
。

２
採
用
予
定
人
員

注
�

警
察
官
Ａ
（
女
性
）
は
，
徳
島
県
単
独

の
採
用
試
験
で
す
。

�
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
は
，
徳
島
県
，
兵

庫
県
及
び
大
阪
府
の
う
ち
第
２
志
望
ま
で

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
，

徳
島
県
を
第
２
志
望
と
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

�
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
は
，
徳
島
県
を
第

１
志
望
と
し
た
者
が
第
１
次
試
験
に
合
格

し
た
場
合
は
，
第
２
志
望
は
考
慮
さ
れ
ま

せ
ん
。

�
申
込
み
後
は
，
志
望
順
位
を
変
更
で
き

ま
せ
ん
。

※
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

受
付
期
間

５
月
１８
日
（
金
）
～
６
月
４
日
（
月
）

［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間

５
月
１８
日
（
金
）
～
５
月
２５
日
（
金
）］

第
１
次
試
験
日

７
月
８
日
（
日
）

�
申
込
み
は
，
で
き
る
だ
け
郵
便
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
受
験
資
格

５３
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昭
和
５２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
あ
っ
て
，
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
。）

昭
和
５２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
性
で
あ
っ
て
，
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒
業
し
た
者
又
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
。）

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
，
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

�
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

�
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
。）

こ

イ
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
，
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

ウ
そ
れ
ぞ
れ
志
望
す
る
府
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
，
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
，
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
，
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

警
察
官
Ａ

（
男

性
）

警
察
官
Ａ

（
女

性
）

合
格

発
表

（
徳
島
県
）

徳
島
県
庁
西
側
の
掲
示
板
に
発
表

す
る
と
と
も
に
，
合
格
者
に
は
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

（
他
の
府
県
）

志
望
す
る
府
県
か
ら
，
合
格
者
に

は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

徳
島
県
庁
西
側
の
掲
示
板
に
発
表

す
る
と
と
も
に
，
受
験
者
全
員
に
合

否
に
か
か
わ
ら
ず
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

志
望
す
る
府
県
か
ら
，
受
験
者
全
員
に
合
否
に
か
か
わ

ら
ず
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

（
徳
島
県
）

７
月
下
旬

（
他
の
府
県
）

７
月
下
旬
以
降

８
月
下
旬

試
験

場

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

徳
島
市
南
常
三
島
町
１
－
１

��������

試
験
場
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
，
送
迎
を
含
め
，
固
く

禁
止
し
ま
す
。

な
お
，
付
近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
，
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

��������

平
成
１９
年
８
月
上
旬
の
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
２
日

（
日
時
及
び
場
所
は
，
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。）

平
成
１９
年
８
月
下
旬

（
日
時
及
び
場
所
は
，
志
望
す
る
府
県
か
ら
通
知
し
ま
す
。）

試
験

日
時

平
成
１９
年
７
月
８
日
（
日
）

○
教
養
試
験

�
開
場

８
時
３０
分

�
試
験
時
間９
時
１５
分
～
１２
時
００
分

○
身
体
・
体
力
検
査

１３
時
００
分
～

徳
島

県

兵
庫

県

大
阪

府

区
分

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

４
試
験
日
時
，
試
験
場
及
び
合
格
発
表

※
徳
島
県
の
合
格
発
表
に
つ
い
て
は
，
発
表
日
の
翌
日
か
ら
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
（
http
://w
w
w
.pref.tokushim

a.jp/）
で
も
行
い
ま
す
。

５４



平成１９年５月１５日 徳 島 県 報 第１８６０号

配
点

１００
点

―
―

５０
点

１５０
点

―
―

方
法

及
び

内
容

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
（
社
会
科
学
，
人
文
科
学
，
自
然
科
学
等
）
及
び
知
能
（
文
章
理
解
，
判
断
推
理
，
数
的
推
理
，
資
料

解
釈
等
）
に
つ
い
て
大
学
卒
業
程
度
の
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。（
２
時
間
３０
分
）

警
察
官
と
し
て
の
職
務
遂
行
上
必
要
な
身
体
・
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
検
査
し
ま
す
。

徳
島
県
で
は
，
１
及
び
２
の
す
べ
て
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
身
体
検
査

�
身
長
…
…
男
性
：
１６０
�
以
上
，
女
性
：
１５５
�
以
上

�
体
重
…
…
男
性
：
４７
�
以
上
，
女
性
：
４５
�
以
上

�
胸
囲
…
…
７８
�
以
上
（
男
性
の
み
検
査
し
ま
す
。）

�
視
力
…
…
両
眼
と
も
，
裸
眼
視
力
が
０
．６
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
１
．０
以
上
で
あ
る
こ
と
。

�
色
覚
…
…
警
察
官
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

２
体
力
検
査

�
腕
立
て
伏
せ
…
…
男
性
：
３０
回
以
上
（
２
秒
に
１
回
），
女
性
：
１５
回
以
上
（
２
秒
に
１
回
）

�
上
体
起
こ
し
…
…
男
性
：
２０
回
以
上
（
３０
秒
間
），
女
性
：
１５
回
以
上
（
３０
秒
間
）

�
反
復
横
跳
び
…
…
男
性
：
３６
回
以
上
（
２０
秒
間
），
女
性
：
３２
回
以
上
（
２０
秒
間
）

�
握

力
…
…
男
性
：
左
右
平
均
４０
�
以
上
，
女
性
：
左
右
平
均
２５
�
以
上

�
立
ち
幅
跳
び
…
…
男
性
：
１８０
�
以
上
，
女
性
：
１４０
�
以
上

※
上
記
体
力
検
査
の
基
準
を
満
た
し
た
受
験
者
は
，
検
査
の
結
果
に
応
じ
て
配
点
さ
れ
ま
す
。

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
課
題
に
つ
い
て
，
課
題
に
対
す
る
理
解
力
，
論
理
性
，
文
章
に
よ
る
表
現
力
等
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
み

る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

主
と
し
て
人
柄
，
性
格
等
を
み
る
た
め
，
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

警
察
官
と
し
て
職
務
遂
行
上
必
要
な
素
質
及
び
適
性
に
つ
い
て
，
検
査
を
行
い
ま
す
。

警
察
官
の
職
務
遂
行
上
必
要
な
健
康
度
に
つ
い
て
，
身
体
検
査
書
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

試
験

種
目

教
養

試
験

身
体
・
体
力
検
査

※
身
体
・
体
力
検
査

に
つ
い
て
は
，
運

動
の
で
き
る
服
装

及
び
上
履
き
を
準

備
し
て
く
だ
さ

い
。

論
文

試
験

口
述

試
験

適
性

検
査

身
体
精
密
検
査

区
分

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

５
試
験
の
方
法
，
内
容
及
び
配
点

※
１
つ
で
も
基
準
に
満
た
な
い
試
験
種
目
が
あ
る
場
合
は
，
不
合
格
に
な
り
ま
す
。

※
視
力
及
び
色
覚
は
，
第
１
次
試
験
身
体
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
，
再
検
査
を
行
っ
た
上
で
判
定
し
ま
す
。

※
最
終
合
格
者
は
，
第
１
次
試
験
の
得
点
と
第
２
次
試
験
の
得
点
を
合
計
し
た
総
合
得
点
の
高
い
順
に
決
定
し
ま
す
。
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平成１９年５月１５日 徳 島 県 報 第１８６０号

申
込
み
は
，
で
き
る
だ
け
郵
便
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み

封
筒
の
表
に
「
○
○
申
込
」（
例
：
「
警
Ａ
（
男
性
）
申
込
」）
と
朱
書
し
，
必
ず
「
書
留
郵
便
」
に
よ
り
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
あ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
，

受
験
票
に
あ
て
先
を
記
入
し
，
５０
円
切
手
を
必
ず
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http
://w
w
w
.pref.tokushim

a.jp/）
の
「
平
成
１９
年
度
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
情
報
」
か
ら
，
申
込
書
記
入
要
領
及
び
画
面
上
の
注
意
を
よ
く
確
認
の
上
，

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
期
間
は
，
５
月
１８
日
（
金
）
か
ら
５
月
２５
日
（
金
）
ま
で
で
す
。（
ご
使
用
の
機
種
や
環
境
に
よ
っ
て
，
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
，

そ
の
場
合
は
，
郵
便
又
は
持
参
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

�
持
参
に
よ
る
申
込
み

受
験
申
込
書
１
通
に
所
要
事
項
を
記
入
し
，
申
込
受
付
期
間
内
の
執
務
日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
郵
便
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
験
票
を
郵
送
し
ま
す
。
６
月
１１
日
ま
で
に
到
着
し
な
い
場
合
は
，
電
話
で
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
付
結
果
を
知
ら
せ
る
電
子
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
後
，
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
１
日
ま
で
に
到
着
し
な
い

場
合
は
，
電
話
で
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
持
参
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

受
験
票
を
申
込
み
の
際
に
交
付
し
ま
す
。

�
受
験
票
の
写
真
は
，
申
込
み
の
際
に
は
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
申
込
み
後
，
受
験
票
を
受
け
取
っ
て
か
ら
，
申
込
み
前
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
向
き
，
上
半
身
，
脱
帽
の
本

人
と
確
認
で
き
る
写
真
（
縦
４
．５
�
，
横
３
．５
�
）
を
は
っ
て
試
験
当
日
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

受
験

票

※
身
体
・
体
力
検
査
の
基
準
は
，
徳
島
県
以
外
の
府
県
で
は
取
扱
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
，
詳
し
く
は
志
望
府
県
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
教
養
試
験
問
題
の
例
題
（
３
問
）
及
び
過
去
３
年
間
の
論
文
課
題
を
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
県
庁
１
階
）
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
受
験
手
続

※
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
受
験
申
込
書
，
受
験
票
及
び
受
験
番
号
票
を
印
刷
し
，
郵
便
（
又
は
持
参
）
に
よ
る
申
込
み
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
合
格
か
ら
採
用
ま
で
及
び
昇
進
の
経
路
等

�
徳
島
県

ア
最
終
合
格
者
は
，
警
察
官
（
巡
査
）
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
，
任
命
権
者
か
ら
の
請

求
に
よ
り
人
事
委
員
会
が
成
績
順
に
提
示
し
，
そ
の
後
，
採
用
面
接
等
を
経
て
採
用
さ
れ
る
者

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
必
ず
し
も
最
終
合
格
者
全
員
が
，
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

イ
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
も
，
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
，
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
等
を
卒
業
で
き
な
い
場
合
は
，
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ウ
採
用
は
，
原
則
と
し
て
平
成
２０
年
４
月
１
日
以
降
で
す
。

エ
採
用
後
は
，
巡
査
に
任
命
さ
れ
，
警
察
学
校
へ
入
校
し
，
採
用
時
教
養
を
受
け
，
卒
業
後
そ

れ
ぞ
れ
勤
務
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
人
の
努
力
次
第
で
上
級
幹
部
へ
の
昇
進
の
道
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

�
他
の
府
県

徳
島
県
と
お
お
む
ね
同
様
で
す
が
，
詳
し
く
は
志
望
府
県
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

５６
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給
料
月
額
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
現
在
）

１９５
，０００
円

学
歴

大
学
卒

開
示

場
所

徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
徳
島
県
庁
５
階
）

開
示

期
間

合
格
者
発
表
日
の
翌
日
か
ら
１
月
間

開
示

内
容

総
合
得
点
及
び
総
合
順
位

開
示
請
求
で
き
る
者

第
１
次
試
験
不
合
格
者

第
２
次
試
験
不
合
格
者

試
験

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

電
話

番
号

（
０８８
）
６２１
－
３２１２

所
在

地

〒
７７０
－
８５７０

徳
島
市
万
代
町
１
丁
目
１
番
地

徳
島
県
庁
５
階

受
験
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

徳
島

県
人

事
委

員
会

事
務

局

電
話

番
号

（
０８８
）
６２２
－
３１０１

内
線
２６２２

，
２６２３

（
０８８
）
６２１
－
２９５３

（
直
通
）

（
０１２０

）
１４５３１４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
０７８
）
３７１
－
４５１５

（
直
通
）

（
０１２０

）
３７０３１４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

所
在

地

〒
７７０
－
８５１０

徳
島
市
万
代
町
２
丁
目
５
番
地
１

〒
６５０
－
８５１０

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
丁
目
４
番
１
号

〒
５４０
－
８５４０

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
３
丁
目
１
番
１６
号

問
い

合
わ

せ
先

徳
島

県
警

察
本

部
警

務
課

兵
庫

県
警

察
本

部
警

務
課

大
阪

府
警

察
本

部
警

務
課

８
給
与

初
任
給
は
，
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２９
年
徳
島
県
条
例
第
２７
号
）

等
の
規
定
に
よ
り
，
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
，
こ
の
ほ
か
該
当
者
に
は
，
扶
養
手
当
，

住
居
手
当
，
通
勤
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
，
一
定
の
職
歴
等
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
，
そ
の
経
歴
に
応
じ
て
所
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

９
試
験
結
果
の
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
に
つ
い
て

こ
の
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
徳
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
２６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
，
次
の
と
お
り
口
頭
で
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
示
を
希
望
す
る
場
合
は
，
受
験

者
本
人
（
徳
島
県
を
志
望
し
た
者
の
う
ち
，
不
合
格
者
に
限
る
。）
が
，
試
験
当
日
配
布
す
る
受
験

番
号
票
と
，
受
験
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
運
転
免
許
証
，
学
生
証
，
旅
券
等
）
を

持
参
の
う
え
，
執
務
日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
徳
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
，
電
話
，
は
が
き
等
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
徳
島
県
以
外
の
府
県
を
第
１
志
望
と
し
た
者
に
つ
い
て
は
，
取
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
志
望
府
県
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１０
そ
の
他

�
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
受
験
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は
，
次
の
と
こ
ろ
へ
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
の
み
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�
第
１
次
試
験
の
択
一
式
試
験
の
採
点
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
行
い
ま
す
か
ら
，
H
B
の
鉛
筆

と
よ
く
消
え
る
消
し
ゴ
ム
を
第
１
次
試
験
の
当
日
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
時
計
は
，
時
計
機
能
だ
け
の
も
の
に
限
り
ま
す
。（
携
帯
電
話
は
，
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

�
身
体
・
体
力
検
査
に
つ
い
て
は
，
運
動
の
で
き
る
服
装
及
び
上
履
き
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

購
読
料

一
箇
月
（
送
料
共
）

千
七
百
円

発

行

徳

島

県

印

刷

徳
島
県
教
育
印
刷
株
式
会
社
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